
- 1 - 

 

令和７年第２回枝幸町議会臨時会会議録 
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第 ２         会期の決定 

第 ３  承認第 ２号  専決処分の承認を求めることについて 

（枝幸町税条例の一部を改正する条例） 

第 ４ 承認第 ３号  専決処分の承認を求めることについて 
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第 ９ 承認第 ８号  専決処分の承認を求めることについて 
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（午前１０時００分） 

◎開会・開議会宣言 

○議長（小原 仁君） おはようございます。 

いよいよ北海道にも桜前線が到着をいたしまして、各地で気温も多少上がってきているように思

いますが、ここんとこのオホーツクにおいては、最高気温がまだ１桁台ということでかなり低温に

なっておりますので、皆様体調には十分ご注意いただきたいというふうに思います。 

今まで、この議場の中で皆様にマスクの着用をお願いしてきたわけでありますが、北海道、宗谷

管内においても、新型コロナウイルス感染がかなり減少しているということでございますので、当

議会会議においてもマスクの着用は任意とさせていただきたいと思います。今後、マスクの着用は

任意といたしますので、よろしくお願いいたします。 

 それではただいまより令和７年第２回枝幸町議会臨時会を開会いたします。 

これより本日の会議を開きます。 

 出欠の状況についてご報告申し上げます。ただいまの出席議員は 11名全員でございます。定足数

に達しますので、会議は成立をいたします。 

 それでは、議事日程に従いまして、本日の会議を取り進めさせていただきます。 

（開会 １０時０２分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

７番石川 勝議員、８番遠山 修議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会期の決定についてお諮りをいたします。 

本臨時会の会期は、本日１日にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日の１日と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 承認第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

税務課長。 

（税務課長遠藤孝幸君 登壇） 

○税務課長（遠藤孝幸君） 議案書１ページでございます。 

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条の第 1項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第 3項の規定

によりこれを報告し、承認を求める。 

 令和７年４月 28 日提出 枝幸町長。 
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処分事項でございます。 

専決処分の内容は、枝幸町税条例の一部を改正する条例。 

専決処分年月日は、令和７年３月 31 日。 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

 続きまして２ページ、専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり

専決処分する。 

令和７年３月 31 日 枝幸町長。 

専決処分しました条例は、地方税法の一部を改正する法律が令和７年３月 31 日に公布され、４月

１日から施行されたことに伴い、税条例についても所要の改正を行うものであります。 

 改正条文の読み上げについては省略し、別添の議案関係参考資料により改正内容の説明をいたし

ます。別冊、関係参考資料の１ページをお開き願います。 

１ページ上段、第 18 条の公示送達は、賦課徴収等の書類が送付先に届かない場合、町の掲示場に

一定期間公示を行うことで書類の送達が行われたとみなす制度で、インターネットを用いる方法の

定義を示した省令改正に伴う改正と、中段第 18 条の３では、第 18 条で、地方税法施行規則を施行

規則に置き換える規定がなされているため改正を行っております。 

 次に下段、第 34 条の２、２ページ中段第 36 条の２、３ページ下段、第 36 条の３の２、４ペー

ジ中段の第 36 条の３の３の改正については、19 歳以上 23 歳未満の親族を扶養する世帯の税負担を

軽減する特定親族特別控除が創設されたことにより、所得控除や町民税の申告、扶養親族等の申告

に係る規定に新たに文言を追加するなどの改正を行っております。 

 次に３ページに戻り、中段、右側改正の第 36 条の２第９項の下線部分第２条第 16 項、５ページ

中段、右側改正の第 63 条の２第１項第１号の下線部分同条第 16 項、６ページ下段、第 89 条第２項

第２号の下線部分第２条第 16 項、９ページ上段、139 条の３第２項第１号の下線部分第２条第 16

項です。 

その中段、第 147 条第１項第１号の下線部分同条第 16 項については、行政手続きにおける特定個

人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正により、項ずれによる整理を行っております。 

５ページに戻り、下段、第 82 条から６ページから７ページ上段にかけての第 89条では、軽自動

車税の原動機付自転車に総排気量、最高出力税率が新たに区分設定されたことで、規定の改正を行

っております。 

 次に７ページ中段から８ページ中段、第 90 条では、身体障害者等に対する軽自動車税種別割の

減免の申請に必要な運転免許証の提示について、マイナンバーカードを運転免許証として利用でき

るようになったことにより、規定の改正を行っております。 

 次に９ページ下段、附則第 10 条の２では、固定資産税に係るわがまち特例の規定であり、地方

税法の一部の条が削除されたことにより、第 21 項の下線部分の項ずれを改正しております。 

次に 10 ページから 11 ページにかけて、第 16 条の２の２では、加熱式たばこにおいて、国のたば

こ税の課税方式の見直しにより、新たに規定を追加する改正を行っております。 

 最後に 12 ページの附則ですが、第１条、この条例は令和７年４月１日から施行するものでござ

いますが、次の各号においては、その定める日から施行するものです。 
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第１号では、第 34 条の２、第 36 条の２の２第１項ただし書、第 36 条の３の２第１項第３号及び

第 36 条の３の３第１項の改正規定並びに附則第３条の規定については、令和８年１月１日。 

第２号では、附則第 16 条の２の次に１条を加える改正規定及び附則第６条の規定については、令

和８年４月１日。 

第３号では、第 18 条及び第 18 条の３の改正規定並びに次条の規定については、地方税法等の一

部を改正する法律附則第１条第 12号に掲げる規定の施行の日としております。 

 12 ページ中段の附則第２条から 14 ページ附則第６条までは、公示送達、町民税、固定資産税、

軽自動車税、町たばこ税の改正による経過措置を定めております。 

以上、提案内容の説明といたします。よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申しあ

げます。  

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第２号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第２号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第４ 承認第３号 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 承認第３号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

 税務課長。 

（税務課長遠藤孝幸君 登壇） 

○税務課長（遠藤孝幸君） 議案書６ページでございます。 

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和７年４月 28 日提出 枝幸町長。 

処分事項でございますが、専決処分の内容は、枝幸町都市計画税条例の一部を改正する条例。 

専決処分年月日は、令和７年３月 31 日。 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

続きまして７ページ、専決処分書でございます。 
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地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり

専決処分する。 

令和７年３月 31 日 枝幸町長。 

専決処分しました条例は、地方税法の一部を改正する法律が令和７年３月 31 日に公布され、４月

１日から施行することに伴い、都市計画税条例についても所要の改正を行うものでございます。 

 改正条文の読み上げについては省略し、別冊の議案関係参考資料により改正内容の説明をいたし

ます。別冊、議案関係参考資料の 15 ページをお開き願います。 

本条例の改正については、附則のみの改正となっております。15 ページ上段附則第２項と 16 ペ

ージ上段附則第 11 項では、地方税法の一部の条が削除されたことにより項ずれの改正を行っており

ます 

 次に 15 ページ下段に戻り、附則第３項第１項の下線部分では、行政手続きにおける特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律の改正により、項ずれの改正を行っております。 

最後に 16 ページの附則ですが、第１項では、この条例は、令和７年４月１日から施行するとして

おります。 

 第２項では、この条例による改正後の枝幸町都市計画税条例の規定は、令和７年度以降の年度分

の都市計画税について適用し、令和６年度分までの都市計画税については、なお従前の例によると

しております。 

以上、提案内容の説明といたします。よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

 これより、承認第３号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第３号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第５ 承認第４号 

○議長（小原 仁君） 日程第５ 承認第４号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 



- 7 - 

 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の８ページをお開きください。 

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

 令和７年４月 28 日提出 枝幸町長。 

処分事項でございます。 

専決処分の内容は、枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

専決処分年月日は、令和７年３月 31 日。 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

９ページをご覧ください。専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり

専決処分する。 

令和７年３月 31 日 枝幸町長。 

提案理由のご説明を申し上げます。 

本年４月１日施行の地方税法施行令の一部改正において、国民健康保険税の課税限度額及び軽減

判定の所得基準が改正となりましたことに伴い、町条例におきましても同様の改正をお願いするも

のでございます。 

はじめに、課税限度額の改正でございますが、国民健康保険税は目的税として、１世帯当たりで

納付いただく税額に上限が設けられており、地方税法施行令においてその額が定められております。 

国が定める令和７年度分の課税限度額は３万円の引き上げとなり、総額を 109 万円とする改正と

なっております。また、国民健康保険税額の算出におきましては、世帯の所得に応じて均等割額及

び平等割額について軽減措置が定められており、物価上昇などの経済動向により軽減判定所得基準

を引き上げるための改正となっております。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明させていただきます。 

資料の 17 ページをお開きください。 

はじめに、課税額第２条第２項は、国民健康保険税の課税区分のうち、基礎課税分の課税限度額

65 万円を１万円引き上げ 66 万円に改めるものでございます。 

次にその下、第３項は、後期高齢者支援金等課税額の課税限度額 24万円を２万円引き上げ 26 万

円に改めるものでございます。 

次に、国民健康保険税の減額、第 23 条本文の改正は、減額後の課税限度額を、先ほどの第２条第

２項及び第３項で定める改正後の限度額として基礎課税額 65 万円を 66 万円に、後期高齢者支援金

等課税額 24万円を 26 万円に改めるものでございます。 

下段から 18ページ前段の第２号は、国民健康保険税額算定のうち、均等割額及び平等割額を５割

軽減とする際の所得基準となり、改正内容は、世帯の被保険者数に応じて加算する基準額29万5,000

円を１万円引き上げ 30万 5,000 円と改めるものでございます。 

 次の第３号は、２割軽減とする際の所得基準となり、改正内容は、世帯の被保険者数に応じて加

算する基準額 54 万 5,000 円を１万 5,000 円引き上げ 56 万円に改めるものでございます。 

最後に附則でございますが、施行期日、第１項、この条例は、令和７年４月１日から施行する。

適用区分、第２項、改正後の枝幸町国民健康保険税条例の規定は、令和７年度以降の年度分の国民
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健康保険税について適用し、令和６年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例による

としてございます。 

 以上、大変雑駁でございますが、承認第４号の提案理由及び内容の説明とさせていただきます。

よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第４号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第４号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第６ 承認第５号 

○議長（小原 仁君） 日程第６ 承認第５号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 10 ページでございます。 

承認第５号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

 令和７年４月 28 日提出 枝幸町長。 

 処分事項でございます。 

専決処分の内容は、令和６年度枝幸町一般会計補正予算。 

専決処分年月日は、令和７年３月 31 日。 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

 続いて、専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり

専決処分する。 

令和７年３月 31 日 枝幸町長。 

令和６年度枝幸町一般会計補正予算。 

令和６年度枝幸町一般会計補正予算第９号は、別紙に定めるところによる。 
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 別冊、令和６年度一般会計補正予算書第９号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２億 1,456 万 5,000 円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 131 億 3,754 万 2,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正、第２条、地方債の変更は、第２表地方債補正による。 

５ページをお開き願います。 

 第２表、地方債補正で変更が３件ございます。 

変更内容は全て限度額のみで、起債の方法、利率、償還の方法については、変更はございません。 

１点目は、脱炭素化推進事業で、補正前限度額 520 万円を補正後限度額 510 万円に減額。 

２件目は、辺地対策事業で、補正前限度額 6,660 万円を補正後限度額 6,630 万円に減額。 

３件目は過疎対策事業で、補正前限度額 12 億 6,780 万円を補正後限度額 12 億 2,170 万円に減額

するもので、これら３件の変更は、事業費精算による借入額の確定によるものでございます。 

 今回の補正予算につきましては、歳入では、町税の収入見込み、地方交付税、地方譲与税及び各

種交付金の交付決定並びに各事務事業の精査による国道支出金などの整理を行っております。 

一方、歳出では、全体的に各事務事業等の精査による不用額の整理などを行っております。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。 

12 ページをお開き願います。歳入でございます。 

１款町税は 1,413 万円の減額。内訳は１項町民税が 1,830 万円、２項固定資産税が 100 万円のそ

れぞれ減額。３項軽自動車税が 157 万円、４項町たばこ税が 360 万円のそれぞれ増額でございます。 

 ２款地方譲与税は 1,418 万 1,000 円の増額。内訳は、１項地方揮発油譲与税が 316 万 9,000 円、

２項自動車重量譲与税が 1,271 万 6,000 円のそれぞれ増額。３項森林環境譲与税が 170 万 4,000 円

の減額でございます。 

４款１項配当割交付金は 298 万 3,000 円、５款１項株式等譲渡所得割交付金は 956 万 7,000 円、

６款１項法人事業税交付金は 494 万 1,000 円、７款１項地方消費税交付金は 683 万 1,000 円、９款

１項環境性能割交付金は 980 万 6,000 円、11 款１項地方交付税は 3,329 万 2,000 円のそれぞれ増額

でございます。 

 13 款分担金及び負担金は 78 万円 1,000 の減額。内訳は、１項分担金が 19 万 4,000 円、２項負担

金が 58万 7,000 円のそれぞれ減額でございます。 

14 ページ、14 款使用料及び手数料、１項使用料は 104 万 2,000 円の増額。 

15 款国庫支出金は 1,868 万円の減額。内訳は、１項国庫負担金が 159 万 6,000 円、２項国庫補助

金が 1,708 万 4,000 円のそれぞれ減額でございます。 

16 款道支出金は 1,459 万 4,000 円の減額。内訳は１項道負担金が 405 万 2,000 円、２項道補助金

が 838 万 3,000 円、16 ページ、３項委託金が 215 万 9,000 円のそれぞれ減額でございます。 

17 款財産収入は 1,468 万 2,000 円の増額。内訳は、１項財産運用収入が 120 万 8,000 円、２項財

産売払収入が 1,347 万 4,000 円のそれぞれ増額でございます。 

18 款１項寄付金は 3,328 万 5,000 円の増額。19 款１項繰入金は 2億 5,671 万 8,000 円の減額で、

財政調整基金繰入金などの減額でございます。 

21 款諸収入は 622 万 8,000 円の増額。内訳は、３項貸付金元利収入が 632 万円の増額。18 ページ、
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4 項受託事業収入が 127 万 8,000 円の減額。５項雑入が 118 万 6,000 円の増額でございます。 

22 款１項町債は 4,650 万円の減額で、事業費精算による借入額の確定によるものでございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 133 億 5,210 万 7,000 円に対し、2 億 1,456 万 5,000 円を

減額し、131 億 3,754 万 2,000 円とするものでございます。歳入は以上でございます。 

続いて、歳出でございます。22 ページをお開きください。 

２款総務費は 3,601 万 6,000 円の減額。内訳は、１項総務管理費が 3,262 万 1,000 円の減額で、

主なものは、23 ページ上、ふるさと納税推進事業が 2,349 万 5,000 円、一番下、ふるさと教育推進

事業が 156 万 2,000 円のそれぞれ減額。25 ページ上、奨学金償還支援事業が 106 万 5,000 円、その

下、結婚新生活支援事業が 364 万 8,000 円、その下、情報システム標準化事業が 180 万 3,000 円を

それぞれ減額。27 ページ上、基金管理費が 3,052 万 4,000 円の増額。中ほど、情報通信基盤施設管

理経費が 161 万 4,000 円、その下、まちづくり活動助成事業が 193 万 3,000 円、その下、オホーツ

ク枝幸産業観光推進事業が 1,400 万 3,000 円のそれぞれ減額。29 ページ三つ目、物価高騰重点支援

給付金給付事業が 1,256 万円の減額でございます。28 ページに戻りまして、２項徴税費が 162 万

4,000 円の減額で、税務事務経費。４項選挙費が 121 万 3,000 円の減額で、衆議院議員選挙執行経

費でございます。30 ページ５項統計調査費が 55 万 8,000 円の減額で、指定統計調査経費でござい

ます。 

32 ページになります。３款民生費は 3,871 万 4,000 円の減額。内訳は、１項社会福祉費が 2,316

万 7,000 円の減額で、主なものは、33 ページ上、国民健康保険事業特別会計繰出金が 275 万 2,000

円。その下、下から二つ目、重度心身障害者医療費助成事業が 315 万 6,000 円、その下、障害者給

付費等支給事業が 347 万 2,000 円のそれぞれ減額。35 ページ上、障害者等医療費支給事業が 447 万

1,000 円、一つ置いて、地域活動支援センター管理運営経費が 100 万円、その下、介護保険事業特

別会計繰出金が 660 万 1,000 円のそれぞれ減額でございます。36 ページ、２項児童福祉費は 1,554

万 7,000 円の減額で、主なものは、37 ページ上、乳幼児等医療費助成事業が 286 万 9,000 円、一つ

置いて、児童手当支給事業が 685 万 5,000 円、その下、障害児通所給付費等支給事業が 116 万 2,000

円、その下、子供子育て支援事業が 330 万 5,000 円のそれぞれ減額でございます。 

40 ページをお開きください。４款衛生費は 4,316 万 5,000 円の減額。内訳は、１項保健衛生費は

1,133 万 1,000 円の減額で、主なものは、41 ページ三つ目、医療技術者等修学資金貸付事業が 120

万円、一つ置いて、健診事業経費が 230 万 9,000 円、その下、予防接種経費が 632 万円のそれぞれ

減額でございます。42 ページ２項清掃費が 3,183 万 4,000 円の減額で、内訳は、43 ページ三つ目、

南宗谷衛生施設組合負担金が 2,207 万 6,000 円、一つ置いて、一般廃棄物最終処分場整備事業が 975

万 8,000 円のそれぞれ減額でございます。 

44 ページ６款農林水産業費は 2,561 万 2,000 円の減額。内訳は、１項農業費が 149 万 7,000 円の

減額で公社営草地畜産基盤整備事業でございます。２項林業費が 328 万 1,000 円の減額で、主なも

のは、45 ページの三つ目、森林づくり推進事業が 105 万 9,000 円、その下、森林環境譲与税活用事

業が 216 万 3,000 円のそれぞれ減額でございます。44 ページに戻りまして、３項水産業費が 2,083

万 4,000 円の減額で、主なものは、45 ページ下、特定漁港漁場整備事業が 2,053 万 6,000 円の減額

でございます。 

46 ページ、７款 1項商工費は 2,210 万 4,000 円の減額で、主なものは、47 ページ上、中小企業等

活性化助成事業が 563 万 2,000 円、その下から二つ目、保養施設等管理経費が 1,460 万円のそれぞ
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れ減額でございます。 

48 ページです。８款土木費、３項港湾費は 65 万円の減額で、港湾管理経費。５項住宅費は補正

額はなく、財源振り替えをしております。 

50 ページ、９款１項消防費についても補正額はなく、財源振り替えをしております。 

52 ページになります。10 款教育費は 2,720 万 8,000 円の減額。内訳は、1項教育総務費が 1,323

万 9,000 円の減額で、主なものは、53 ページ中ほど、教職員住宅整備事業が 1,248 万 7,000 円の減

額でございます。52 ページに戻りまして、２項小学校費が 143 万 2,000 円の減額で、小学校就学援

助事業でございます。54 ページ、３項中学校費が 289 万 2,000 円の減額で、中学校就学援助事業で

ございます。４項社会教育費が 424 万 8,000 円の減額で、主なものは、57 ページ上、中央コミュニ

ティセンター管理運営経費は 151 万 4,000 円、その下、文化会館管理運営経費が 163 万円のそれぞ

れ減額でございます。56 ページに戻りまして、５項保健体育費が 539 万 7,000 円の減額で、主なも

のは、57 ページ三つ目、社会体育振興事業が 115 万円、その下、給食センター管理運営経費が 424

万 7,000 円のそれぞれ減額でございます。 

 58 ページになります。11 款災害復旧費は 300 万円の減額。内訳は、１項農林水産施設災害復旧費

が 200 万円の減額で、農業施設及び林業施設の災害復旧事業でございます。２項公共土木施設災害

復旧費が 100 万円の減額で、土木施設災害復旧事業でございます。 

 60 ページ 13 款１項職員費は 809 万 6,000 円の減額で、給与費でございます。 

62 ページになります。14 款１項予備費は 1,000 万円の減額でございます。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 133 億 5,210 万 7,000 円に対し、２億 1,456 万 5,000 円を

減額し、131 億 3,754 万 2,000 円とするものでございます。 

 65 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。なお、予算付属資

料として、令和６年度普通建設事業補正予算一覧表をお配りしておりますので、ご参照していただ

ければと存じます。 

以上、専決処分いたしました令和６年度枝幸町一般会計補正予算第９号の内容説明とさせていた

だきます。 

 よろしくご審議のうえ、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第５号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第５号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 
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◎日程第７ 承認第６号 

○議長（小原 仁君） 日程第７ 承認第６号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 11 ページでございます。 

 承認第６号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第 3項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和７年４月 28 日提出 枝幸町長。 

処分事項でございます。 

専決処分の内容は、令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算。 

専決処分年月日は、令和７年３月 31 日。 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を提出する時間的余裕がないと認め、次のとおり

専決処分する。 

令和７年３月 31 日 枝幸町長。 

令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算。 

令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算第４号は、別紙に定めるところによる。 

別冊、令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算書第４号の１ページをお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 8,803 万 7,000 円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 13 億 4,697 万 4,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

それでは、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開きください。まず歳入でございます。 

１款１項国民健康保険税は549万 7,000円の増額で、内訳は一般被保険者現年課税分480万 7,000

円、滞納繰越分 69万 1,000 のそれぞれ増額でございます。 

２款道支出金、１項道補助金は 8,658 万 9,000 円の減額で、歳出でご説明いたします保険給付費

の減額などに伴う普通交付金 8,943 万 7,000 円の減額及び保険者努力支援金ほか特別交付金 284 万

8,000 円の増額でございます。 

4 款 1 項繰入金は 1,382 万 4,000 円の減額で、内訳は、1目一般会計繰入金は職員給与費等繰入金

180万 6,000円、その他繰入金94万 6,000円で、合計275万 2,000円の減額。２目基金繰入金は1,107

万 2,000 円の減額でございます。 

６款諸収入、２項雑入は、１目第三者納付金693万 7,000円の増額、及び３目雑入検診料５万8,000

円の減額でございます。 
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以上、歳入合計は、補正前の額 14億 3,501 万 1,000 円から 8,803 万 7,000 円を減額し、計 13 億

4,697 万 4,000 円とするものでございます。歳入は以上でございます。 

続いて、歳出でございます。14 ページをお開きください。 

１款総務費、１項総務管理費は 178 万 3000 円の減額で、15 ページ一つ目の一般事務経費から 17

ページ中ほどの医療費適正化特別対策事業までの各事務事業の予算精査でございます。 

18 ページです。２款１項保険給付費は 8,210 万 6,000 円の減額で、主なものは、19 ページ一つ目

の療養給付経費は、一般被保険者及び１人当たり費用額の減により、給付費総額が約 6億 1,900 万

円となり 7,010 万円の減額。また、三つ下の高額療養費経費は、１件 100 万円を超えるレセプトの

件数が前年度比 15.7%の減少などにより、1,096 万 5,000 円の減額など保険給付費の精査でございま

す。 

20 ページです。３款１項国民健康保険事業費納付金は、補正額はなく財源振り替えとなっており

ます。 

５款１項保健事業費は 334 万 8,000 円の減額で、保健衛生普及事業 172 万 8,000 円及び特定健康

診査等事業 162 万円の予算精査によるそれぞれ減額でございます。 

７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金は 80万円の減額で、保険税還付金の予算精査でござい

ます。 

以上、歳出合計は、補正前の額 14億 3,501 万 1,000 円から 8,803 万 7,000 円を減額し、計 13 億

4,697 万 4,000 円とするものでございます。歳出は以上でございます。 

23 ページ以降は予算説明書でございますので、ご参照いただきたいと思います。 

以上、専決処分いたしました令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算第４号の説明とさせ

ていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第６号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第６号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第８ 承認第７号 

○議長（小原 仁君） 日程第８ 承認第７号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 



- 14 - 

 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 12 ページをお開きください。 

承認第７号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和７年４月 28 日提出 枝幸町長。 

処分事項でございます。 

専決処分の内容は、令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算。 

専決処分年月日は、令和７年３月 31 日。 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

続けて専決処分書でございます。地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間

的余裕がないと認め、次のとおり専決処分する。 

令和７年３月 31 日 枝幸町長。 

令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算。 

令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算第４号は別紙に定めるところによる。 

別冊の令和６年度介護保険事業特別会計補正予算第４号の１ページをお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 1,843 万 5,000 円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 8億 1,686 万 6,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

今回の補正の主なものは、歳入の介護保険料を増額するほか、歳入歳出ともに予算精査を行って

おります。 

それでは、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。10 ページをお開き願いま

す。まず歳入でございます。 

１款１項介護保険料は 230 万 3,000 円の増額で、内訳は、第１号被保険者介護保険料の現年度分

229 万 9,000 円の増額と、滞納繰越分 4,000 円の増額でございます。 

２款国庫支出金は 302 万 5,000 円の減額。内訳は、１項国庫負担金が 363 万 4,000 円の減額で、

介護給付費負担金の事業精査による減額。２項国庫補助金が 60 万 9,000 円の増額で、調整交付金な

どの事業精査による増額でございます。 

３款道支出金は 125 万 4,000 円の減額。内訳は、１項道負担金が 106 万 6,000 円の減額で、介護

給付費負担金。２項道補助金が 18 万 8,000 円の減額で、地域支援事業交付金など事業精算による減

額でございます。 

４款１項支払基金交付金は 257 万 3,000 円の減額で、介護給付費交付金及び地域支援事業交付金

の精算による減額でございます。 

６款１項繰入金は 1,388 万 6,000 円の減額で、一般会計繰入金が各事務事業精査により 660 万

1,000 円、介護保険給付費準備基金繰入金が、介護保険料の増額及び歳出において保険給付費等が

減少したことに伴い、728 万 5,000 円それぞれ減額するものでございます。 
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以上、歳入合計は、補正前の額８億 3,530 万 1,000 円に対し、1,843 万 5,000 円を減額し、計 8

億 1,686 万 6,000 円とするものでございます。歳入は以上でございます。 

続いて、歳出でございます。14 ページをお開きください。 

１款総務費は 277 万 9,000 円の減額。内訳は、１項総務管理費が 273 万 4,000 円の減額で、一般

事務経費の役務費で手数料の不足から３万円増額しておりますが、一般事務経費、認知症施策等総

合支援事業は精査により減額しております。介護保険システム改修事業は、保守業務内で改修がで

きることとなり、費用が発生しなかったことから減額しております。２項徴収費が１万 1,000 円の

減額で、介護保険料賦課徴収経費精算。３項介護認定審査会費が 4,000 円の減額で、介護認定調査

経費の精査。４項運営協議会費が３万円の減額で、事業精査によるものでございます。 

16 ページをお開きください。２款保険給付費は 1,549 万 2,000 円の減額。内訳は、１項介護給付

諸費が 1,089 万 7,000 円の減額。２項特定入所者介護給付費が 411 万 1,000 円の減額。３項高額介

護給付費が 6万 5,000 円の増額。4項高額医療合算介護給付費が 54万 9,000 円の減額で、それぞれ

請求額が確定したことに伴う精査でございます。 

18 ページでございます。３款１項地域支援事業費は 10 万 3,000 円の減額。内訳は、19 ページ一

つ目の介護予防生活支援サービス事業が 48 万 7,000 円。二つ目の介護予防ケアマネジメント事業が

１万 7,000 円は、それぞれ請求額が確定したことによる増額。三つ目の審査支払手数料経費から 21

ページ下段の地域包括支援事業地域包括ケア会議推進事業まで、予算精査によるそれぞれ減額及び

財源振替でございます。 

20 ページでございます。５款諸支出金、１項償還金は６万 1,000 円の減額で、第１号被保険者保

険料還付金の精算によるものでございます。 

以上、歳出合計は補正前の額８億 3,530 万 1,000 円に対して、1,843 万 5,000 円を減額し、計８

億 1,686 万 6,000 円とするものでございます。 

23 ページ以降は、予算説明書でございますので、ご参照いただきたいと思います。 

以上、専決処分いたしました令和６年度介護保険事業特別会計補正予算書第４号の説明とさせて

いただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第７号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第７号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 
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◎日程第９ 承認第８号 

○議長（小原 仁君） 日程第９ 承認第８号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

水産商工課長。 

（水産商工課長黒川勇人君 登壇） 

○水産商工課長（黒川勇人君） 議案書 13 ページでございます。 

承認第８号専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し、承認を求める。 

令和７年４月 28 日提出 枝幸町長。 

処分事項でございます。 

専決処分の内容は、令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計補正予算。 

専決処分年月日は、令和７年３月 31 日。 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

続いて専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり

専決処分する。 

令和７年３月 31 日 枝幸町長。 

令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計補正予算。 

令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計補正予算第３号は、別紙に定めるところによる。 

別冊、令和６年度港湾整備事業特別会計補正予算書第３号の１ページをお開き願います 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 65 万円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 2,651 万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開き願います。歳入でございます。 

３款１項繰入金は 65 万円の減額で、一般会計繰入金の減によるものでございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額約 2,716 万円に対しまして、補正額 65万円を減額し、2,651 万円

とするものでございます。 

次に 14 ページをお開き願います。歳出でございます。 

１款１項港湾整備費は 65 万円の減額で、漁船保全修理施設管理経費、漁船保全修理施設特別負担

金の減額によるものでございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額 2,716 万円に対しまして、補正額 65 万円を減額し、2,651 万円と

するものでございます。 

以上、大変簡単ではございますが、専決処分の内容説明に代えさせていただきます。よろしくご

審議賜りますようお願い申しあげます。 
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○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第８号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第８号 専決処分の承認を求めることについては、承認することに決定されま

した。 

 

◎日程第１０ 議案第３０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 10 議案第 30 号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長高瀬雅之君 登壇） 

○総務課長（高瀬雅之君） 議案書 14 ページでございます。 

議案第 30 号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和７年４月 28 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。本条例改正案は、職員給与に係る初任給及び昇給、昇格の基準

に関して、職務の異動及び初任給が異なる職に移った際の給与号俸調整のための規定を新たに追加

するものです。 

改正条例の内容は、新たに１項を追加するのみであり、議案本文にてご説明させていただきます。

なお、別冊の議案関係参考資料については 19ページを参照願います。 

今回の改正は、第５条、初任給及び昇給、昇格の基準中、第３項から第９項までを１行ずつ繰り

下げるとともに、新たに第３項を加えるものです。 

新たに加える第３項は、職員が一の職務の級から他の職務の級に移った場合、又は一の職から同

じ職務の級の初任給の基準を異にする他の職に移った場合における号俸は、規則の定めるところに

決定する旨の規定です。 

附則として、公布の日から施行し、令和７年４月１日に遡って適用とします。 

 以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申しあ

げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 30 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 30 号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例については、原

案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第３１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 11 議案第 31 号 公有財産の取得についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 15 ページでございます。 

議案第 31 号、公有財産の取得について。 

公有財産の取得について、枝幸町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条

例第 3条の規定により議会の議決を求める。 

令和７年４月 28 日提出 枝幸町長。 

公有財産取得の内容についてご説明を申し上げます。取得する財産は、情報通信基盤施設 FTTH

システム装置利用者宅光電変換装置購入でございます。 

取得の方法は、指名競争入札。入札参加者は、株式会社桜井電業所、石岡電気工業株式会社の２

社で４月 17日に入札を執行しております。 

納入期限は令和８年３月 31 日まで 1,000 台、令和９年３月 31 日まで 1,000 台、令和 10 年３月

31 日まで 1,000 台、令和 11 年３月 31 日まで 1,000 台の４年間で 4,000 台でございます。 

取得金額でございますが、消費税込２億 7,456 万円で、落札率は 100%。 

取得の相手方は、枝幸郡枝幸町幸町 288 番地 1、石岡電気工業株式会社、代表取締役石岡智之様。 

取得する財産である情報通信基盤施設 FTTH システム装置の概要につきましては、議案関係参考資

料 20 ページに物件の名称、規格等、21 ページに外観図を掲載しておりますので、ご参照いただけ

ればと存じます。 

以上、大変簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のうえ、ご決定

くださいますようお願い申しあげます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい、６番小林議員。 

○議員（小林正浩君） ６番小林です。ちょっと一点お伺いしたいんですが、これ４年に分けて購 
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入するっていうことになってまして、民間の我々の肌感覚としては、ものすごく物価の高騰という

のは続いて、年々、金額、機械の金額っていうのは、年々上がっていくもんなんですよね。 

それで、これ、４年分も予算積算できるのかっていう、そこのところをまず聞きたいんですが。 

○議長（小原 仁君） 財政課長。 

○財政課長（深井 信君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

今回の契約につきましては、今、議員がおっしゃいましたとおり、物価の高騰を見据えてですね、

４年間分を一気に契約をするという内容でございますので、1,000 台ずつ、来年いくら来年いくら

っていうわけじゃなくて、今回の購入金額で、来年、たとえ物価が高騰したとしても金額は変わら

ない契約というところで、内容でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員 

○議員（小林 正浩君） そこのところが非常に不思議なんですよ。先ほどの繰り返しになります

が、物価の高騰というのは誰も予想できない、今、そういう事態だと思うんですよね。 

その中で、どうしてそういう積算って言ったらいいですか、100%で落札されたということですが、

どういう予算組みをしたのかなっていう、その辺のことをもう少し詳しく説明できれば、説明して

いただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） はい、情報課長。 

○情報課長（荒関 健君） はい、ご質問にお答えいたします。 

まず、今回の物件に関しましては、現存の、既存の ONU の交換ということを ONU が各利用者だけ

に置いているものということで、全ての設備を交換するというための購入等となっております。 

そこで、本来であれば 4,000 台まとめて購入すればよろしいんですが、まず一気に 4,000 台単年

度でまず設置することが、なかなか町内だけの中では難しいということで、まずは 1,000 台ずつに

分割して購入しながら設置を令和８年度からしていくという予定であります。 

 そのご質問にあるその価格のことでございますが、まず、おっしゃられるとおり、高騰は予想さ

れると今後もということで、今回の契約にすると価格が変動なく購入できるということで、今回ご

承認を求めております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員 

○議員（小林 正浩君） はい、今の最後のところなんですけど、機械は、機械の価格は４年後ま

で変動しないっていう、そういうお約束で契約したということでよろしいですか。 

○議長（小原 仁君） 情報課長。 

○情報課長（荒関 健君） はい、そのとおりでございまして、そのために、本来、通常でいくと

単年度ごとに契約を結んでいくというのがあれなんですが、今回、債務負担行為を当初予算にとっ

ておりまして、その範囲内で価格変動がないようにするために、今回４年分まとめて購入契約をさ

せていただくということでございます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、他にございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 31 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 31号 公有財産の取得については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第３２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12 議案第 32 号 公有財産の取得についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 16 ページでございます。 

議案第 32 号 公有財産の取得について。公有財産の取得について。 

枝幸町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議

会の議決を求める。 

令和７年４月 28 日提出 枝幸町長。 

公有財産取得の内容についてご説明申し上げます。 

取得する財産は、塵芥車、プレス式購入でございます。 

取得の方法は、指名競争入札。入札参加者は、北海道日野自動車株式会社旭川支店、吉川自動車

工業株式会社、北海道川崎建機株式会社名寄支店の３社で、４月 17日に入札を執行しております。 

納入期限は令和８年３月 31 日。 

取得金額でございますが、消費税込 2,115 万 6,220 円で、落札率は 93.87%。 

取得の相手方は、名寄市徳田 289 番地 20、北海道川崎建機株式会社名寄支店、支店長上倉政記様。

取得する財産である塵芥車の概要につきましては、議案関係参考資料 22 ページに物件の概要図、仕

様等を掲載しておりますので、ご参照いただければと存じます。 

 以上、大変簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のうえ、ご決定

くださいますようお願い申しあげます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 32 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 
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したがって、議案第 32号 公有財産の取得については、原案のとおり可決されました。 

 

◎閉会宣言 

○議長（小原 仁君） 本日の日程を終了し、本臨時会の会議に付された事件は全て議了をいたし

ました。 

もうゴールデンウィークに突入しているわけでございますが、これから皆さんにおかれましては、

ゴールデンウィーク後半に向けて何かと計画をされていることと存じますが、気候も良くなってく

るようですし、楽しいゴールデンウィークになっていただければなと思うんですが、最近、交通事

故のニュースが大変多くなっております。 

せっかく、楽しいゴールデンウィークもそういうことがありますと暗転をしてしまいますので、

皆さんには、お気をつけられて楽しいゴールデンウィークを過ごしてもらいたいというふうに思い

ます。 

これにて会議を閉じます。令和７年第２回枝幸町議会臨時会を閉会いたします。 

ご苦労さまでした。 

 

 

（閉会 午前１１時１７分） 

 

  


